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第3333回例会	 2020.12.11

会長挨拶� 会　長　野　ࡍ行
　本日は、3ฒͼのԑىの良い3333回の例会です。
　この数ࣈにちなんで何かお話をと思い、3333をࡧݕしてみま
すと、熊本ݝඒཬொにあるऍՠ院というお寺への参ಓ「ऍՠ
院ࡔޚ༡าಓ」の日本一の石段がありました。熊本では༗名
で学校行事などでඪ高ࠩ 600.の石段にチϟレンδするそう
です。
　また当クラブؔでは、ݩ会員のງさんの会社「」さ
ん、本日お誕生日の白壁君の「γラΧϕࣃՊ」さんの電話番߸
も3333でした。
　当クラブは、東京Ｒ ・̘੩ԬＲ̘をスϙンサークラブに1952
年2݄29日に創立され、来年度70周年をܴえるわけです。
　1年間の例会数は毎年40回前後、毎例会のॏみと統を࠶
認識いたしました。本来であれば本日の例会は、झを変え
3333回のお祝いの例会をاըいたしておりましたが、৽ܕίロ
φの影響で内容を変ߋいたしまして௨ৗ例会としました。
　とはいえ、記念すきκロの3333回です。なかなか当ク
ラブのੲのお話をうػ会がありませんので、在籍年数の長
いお三方に卓話をお願いいたしました。
　今後のクラブ運Ӧにも大いに参考にさせていただけるもの
と楽しみにいたしております。
ଞ̧̘ग़੮ �小ྛ君（12õ4士ٶ）、大石君（12õ9長ઘ）

ܽ੮ （ऀþ໊）
今田君、石川君、ೇ木君、藤君、
村上君、ਗ਼君、উ࿊君
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12݄1ÿ日（ۚ）
　ஂᓒ例会（௨ৗ例会）

ऀۮੜ日　　石三代子 （༷保એ君）
　　　　　　　野ࡍஐ久ࣿ （行君༷）
೦日　　উ࿊　　Ӵ君هࠗ݁

12݄2ü日（ۚ）　裁量休会
1݄1日（ۚ）　祝日休会
1݄ÿ日（ۚ）　年男年ঁ์ஊ（ӑ年）
� 会　員　　石君・উ࿊君・ࡉᖒ君・野ࡍ君・藤君・吉野君
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１ ．例会変更のお知らせ
沼 津 西…12/31（木）は裁量休会
富士山吉原…12/31（木）は祝日週休会
富 士 宮…12/31（木）は特別休会
２ ．12/13（日）オンラインＲＬＩパートⅢ
⇒實石君・山口君・吉野君参加

實石君・大友君…本日の第1回被選理事よろしくお願い
いたします。いよいよです！！
峯村君…3333回の記念おめでとうございます。
大熊君…本日、少しだけ嬉しいことがありました。内容
は秘密です！
白壁君…お誕生日のお祝いありがとうございます。自分
のお誕生日は両親、特に、『母親に感謝する日』だと思っ
ています。これからもどうぞよろしくお願いします！
髙原君…11/26付で警備業開設の許可が、警察よりおり
ました。
寺田君…卓話させていただきます。

寺田　鼎
　私は91歳になりました。これが最後のスピーチになる
と思いますので、自慢話をさせていただきます。昭和32
年に前橋の病院に勤めていました。結核性胸膜炎で入院
した患者さんが、腹膜炎も合併し呼吸困難になり、他に
良い方法がなかったのでステロイドホルモンを投与しま
した。当時は結核にステロイドホルモンの使用は禁忌と
されていましたが、運良く結核が悪化することもなく呼吸
困難は軽快し、退院されました。学会に一例報告しまし
た。昭和36年三浦市民病院に勤務していた時、砂糖とま
ちがえて亜硝酸ソーダを飲み呼吸困難でチアノーゼに
なった患者さんにメチレンブルーを注射して助けたこと
がありました。これも学会に一例報告しました。この方
法は、「今日の治療指針」という本に治療法として記載さ
れました。米国人のロバート・ヒースが脳に電極を挿入し
て電流を流し精神病を治す方法を考えました。学界から
非難されましたが、1970年になると見直され、てんかん、
統合失調症、うつ病にも治療法として使われています。
ヒースは小脳に電流を流して刺激することにより側座核
が興奮し幸せ感が増大し、扁桃体や海馬の警戒感や悲
観的な考えを抑えることを認めました。電気刺激でなくて
も運動すると小脳が興奮して側座核に影響を与えて幸せ
な気分になることがわかりました。

杉山　哲男
　Ｒに入って本当に良かったと最近つくづく思う。私は
沼津生まれの沼津育ち＝生粋の沼津っ子です。第4小学
校を卒業して、父親の教育方針で東京の成城学園に入
学。昭和20年、終戦の年の春ですから大変でした。中
学・高校を成城、大学は早稲田、その後同和火災という
損保会社の東京支店でサラリーマン生活を2年、東京で
の青春生活を謳歌している最中のある日、突然父親から
帰沼せよとの厳命でやむなく沼津へ戻ったのが 26 歳の
時です。以来沼津生活、酒を酌み交わす友もなく寂しい
日々を送っていました。そんな生活が一変したのがＲ入
会でした。最初に声掛けしてくれたのは耕文社の木村さ
んと甘中さんで、会報委員加入のお誘いでした。何もわ
からないままの会報委員活動で苦労しましたが、入れて
もらってよかったと思いました。委員は他に大阪屋の藤
井君ともう一人、幸い私も含めこの全員が酒好き。何か
と誘い合っては夜の街を散策する日々でした。お陰で早
い段階でＲになじむことができ、例会出席が待ち遠しい
感じがしたものです。もう1つ、当時囲碁好きの会員が7
～8人いて囲碁同好会がありました。下河原にあった「菊
屋」という料亭で定例囲碁会を開催し終わって宴会が定
番の会で楽しい集まりでした。弁護士の瀬戸さんが大変
面倒見のよい方で永久幹事の役割を果たしてくれ、時に
は弁護士会の囲碁同好会と合同開催もあって、多くの弁
護士さんと面識を得たのも嬉しいことでした。それともう
1つ、私がＲにのめり込んだ理由がゴルフです。甘中さ
んがゴルフ大好き人間で、ゴルフ同好会に誘ってくれた
のが始まりでその後、Ｒのゴルフ会はほとんど休まず参

加してきたと思っています。これで飽き足らず、甘中さん、
小川君、先輩ロータリアンの神田先生の息子さんなどで
沼津ゴルフでの毎週ゴルフをするようになり、その後この
会に賛同して仲間入りする人が増え、毎週の週末を楽し
く過ごしてきました。太田君、北クラブの小笠原君など
などです。幾度かハワイや中国へゴルフ旅行を楽しんだ
こともあります。お陰でゴルフ人生を存分に楽しむことが
できました。今も私がゴルフを楽しめるのはこの流れの
仲間があるからです。酒とゴルフだけではなく仕事の上で
もＲの仲間には応援してもらったり助けてもらったりは
数限りありません。Ｒ活動で得た教訓を職員教育に引用
したこともしばしばです。私の半生はＲと共にあり、Ｒ
を楽しみ、Ｒの恩恵を得て過ごしてきました。これから
も体力気力の許す限りＲを楽しみたいと思っています。
よろしくお付き合いのほどお願いします。

渡邉　雅昭
　私が入会を認められたのは1979年で、会員数は75名で
あった。当時は、自分の父親と同年代位の方々が多くて
怖かった印象があったが、よく声をかけてくれていろいろ
なことを教えていただいたことを思い出す。この41年の間
にはたくさんの思い出があるが、特に印象に残っている
のは、会長を務めた2002年度に創立50周年の記念事業
の中で沼津地方の子守唄を顕著し、千本をよくする会と
合同で実施された「この子のかわいさ」の歌碑を千本松
原内に建立した時、千本をよくする会の会長だった積先
生の発案で、実行委員長の杉山哲男さんのお孫さんと、
私の孫で歌碑の除幕式を行った時のことであろう。山口
和一君の事務所で制作され白い布で覆われた歌碑が、
かわいい二人の孫たちによってその全容が現れた時は
感動的な光景であった。幼稚園年中さんだったその孫も
今年は社会人一年生となり、時の流れの速さを感じる。
36歳だった青年も、今78歳の後期高齢者となり、あと何
年在籍できるか判らないが、健康な間はＲを楽しみたい
と思う今日このごろである。
紙面の都合により、一部を要約して掲載しました。

沼津ＲＣの思い出
第3333回記念例会




